
万
座

標
高
１
８
０
０
ｍ
の
万
座
温
泉
は
、

マ
イ
カ
ー
で
乗
り
入
れ
で
き
る
大
型

宿
泊
施
設
が
あ
る
温
泉
郷
と
し
て
は

日
本
最
高
所
に
位
置
す
る
。
人
気
の

温
泉
入
浴
や
原
生
林
の
散
策
の
他
、

上
信
越
高
原
観
光
周
遊
の
中
継
地
と

し
て
重
要
な
位
置
に
あ
る
。

神
秘
に
つ
つ
ま
れ
た
万
座

か
つ
て
白
根
山
と
浦
倉
山
の
間
に
位
す
る
万
座

山
と
そ
の
裾
野
一
帯
を
万
座
と
い
っ
た
。
山
に

産
す
る
も
の
は
何
一
つ
採
っ
て
も
山
神
の
祟
り

が
あ
る
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
た
万
座
も
、
江

戸
時
代
中
期
か
ら
の
硫
黄
採
掘
事
業
に
始
ま

り
、
戦
後
の
拡
大
造
林
、
大
型
宿
泊
施
設
・
ス

キ
ー
場
開
業
な
ど
の
リ
ゾ
ー
ト
産
業
の
発
展
に

よ
り
開
発
さ
れ
た
。
し
か
し
国
立
公
園
指
定
の

ほ
か
交
通
の
不
便
さ
も
あ
り
、
本
格
的
な
開
発

の
手
か
ら
は
逃
れ
、
西
吾
妻
地
区
で
は
亜
高
山

帯
特
有
の
原
生
林
を
広
大
に
残
す
唯
一
の
地
域

と
な
っ
て
い
る
。
ミ
ツ
ガ
シ
ワ
の
群
落
が
あ
り

高
山
ト
ン
ボ
が
舞
う
弁
天
池
、
熊
池
湖
沼
群
周

辺
の
ミ
ズ
ナ
ラ-

ダ
ケ
カ
ン
バ
巨
木
林
な
ど
、

未
開
・
未
整
備
の
自
然
資
源
は
多
い
が
、
こ
の

手
付
か
ず
の
自
然
が
そ
こ
い
ら
に
ご
ろ
ん
と
転

が
っ
て
い
る
姿
こ
そ
が
万
座
の
魅
力
で
あ
る
。

俗
化
し
な
い
静
か
な
森
の
匂
い
の
中
、
深
山
の

霊
気
に
う
た
れ
な
が
ら
の
入
浴
が
心
地
よ
い
。

今
も
昔
も
万
座
は
神
秘
に
つ
つ
ま
れ
た
深
山
幽

玄
の
高
山
温
泉
郷
で
あ
る
。

豊
富
な
温
泉
成
分
と
名
湯

め
ぐ
り

古
来
胃
腸
病
、
呼
吸
器
疾
患
に
効
く
湯
と
し
て

名
高
い
万
座
の
湯
は
、
近
年
糖
尿
病
改
善
の
湯

と
し
て
注
目
を
浴
び
て
い
る
。
万
座
温
泉
の
温

泉
含
有
成
分
は
二
七
種
類
と
い
わ
れ
、
一
温
泉

郷
と
し
て
は
群
を
抜
く
成
分
数
の
多
さ
で
あ

る
。
ま
た
自
噴
・
高
温
・
乳
白
色
・
掛
け
流
し

の
湯
は
、
い
か
に
も
本
物
ら
し
い
温
泉
と
し
て

人
気
が
あ
る
。
地
質
調
査
総
合
セ
ン
タ
ー
（
産

総
研
）
発
行
の
「
草
津
白
根
火
山
地
質
図
」
に

よ
る
と
、
万
座
温
泉
一
帯
は
草
津
白
根
山
が
成

長
発
達
す
る
以
前
の
新
第
三
紀
の
数
種
の
溶
岩

で
覆
わ
れ
て
お
り
、
時
代
も
深
さ
も
異
な
る
い

く
つ
か
の
断
層
の
走
る
複
雑
な
地
下
構
造
を
し

て
い
る
た
め
、
温
泉
水
の
起
源
や
湧
出
機
構
、

つ
ま
り
含
有
成
分
が
複
雑
に
な
っ
て
い
る
の
だ

と
い
う
。
万
座
で
は
こ
の
「
岩
石
の
ス
ー
プ
」

の
よ
う
な
濃
厚
複
雑
な
温
泉
を
、
各
宿
泊
施
設

が
趣
向
を
凝
ら
し
た
眺
望
自
慢
の
お
風
呂
で
湯

客
を
も
て
な
し
て
い
る
。
時
間
が
あ
れ
ば
「
温

泉
手
形
」
を
購
入
し
、
数
々
の
難
病
を
癒
し
て

き
た
実
力
あ
る
名
湯
・
万
座
の
お
風
呂
め
ぐ
り

を
楽
し
み
た
い
。

周
辺
の
遊
歩
道

●
本
白
根
山
探
勝
歩
道

万
座
温
泉
の
玄
関
口
、

空
吹
の
あ
る
万
座
バ

ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
か
ら

本
白
根
山
に
登
り
歩

道
最
高
地
点
、
空
釜

を
経
て
弓
池
駐
車

場
に
出
る
標
高
差
約

３
４
０
ｍ
、
１
５
０

分
の
コ
ー
ス
。
万
座
か
ら
は
し
ば
ら
く
の
間
、

長
い
登
り
に
な
る
が
、
針
葉
樹
大
径
木
や
根
上

が
り
の
木
、
ヒ
カ
リ
ゴ
ケ
な
ど
を
観
賞
し
な
が

ら
、
亜
高
山
帯
針
葉
樹
林
特
有
の
、
鬱
蒼
と
し

た
深
い
森
の
気
配
を
味
わ
い
た
い
。
硫
化
水
素

ガ
ス
の
発
生
し
て
い
る
地
点
を
過
ぎ
る
と
ま
も

な
く
ハ
イ
マ
ツ
群
落
の
あ
る
山
頂
。
お
し
ゃ
べ

り
な
ホ
シ
ガ
ラ
ス
た
ち
が
出
迎
え
て
く
れ
る
。

遊
歩
道
最
高
地
点
付
近
で
本
白
根
火
砕
丘
と
コ

マ
ク
サ
大
群
落
、
そ
し
て
浅
間
山
の
雄
大
な
眺

め
を
堪
能
し
た
後
は
、
弓
池
駐
車
場
ま
で
下
っ

て
路
線
バ
ス
を
利
用
し
万
座
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

に
帰
っ
て
く
る
と
良
い
。
も
ち
ろ
ん
山
頂
か

ら
折
り
返
す
こ
と
も

可
能
だ
が
長
い
下
り

は
膝
を
痛
め
る
こ
と

も
る
の
で
注
意
し
た

い
。

万座の天然林

ホシガラス



●
熊
四
郎
山
遊
歩
道

日
進
舘
奥
の
薬
師
堂
か
ら
万
座
温
泉
象
徴
の

山
・
熊
四
郎
山
の
参
道
を
登
る
。
弥
生
式
土
器

出
土
の
岩
窟
に
は
大
山
祇
神
と
稲
荷
様
が
一
体

と
な
っ
た
稲
綱
宮
が
あ
る
。
更
に
上
部
に
は
展

望
台
が
あ
り
、
こ
こ
か
ら
見
る
す
り
鉢
状
の
奥

万
座
川
渓
谷
と
万
座
温
泉
、
四
阿
山
の
眺
め
は

素
晴
ら
し
い
。
帰
り
は
朝
日
山
ゲ
レ
ン
デ
を
通

り
、
群
馬
県
最
大
の
ゴ
ヨ
ウ
マ
ツ
と
対
面
し
た

い
。
そ
の
ま
ま
湯
畑
へ
出
て
く
る
周
遊
コ
ー
ス

で
約
５
０
分
。
歩
き
足
り
な
い
人
は
奥
万
座
川

沿
い
に
山
田
峠
方
面
に
登
る
と
、
地
元
で
ぼ
う

ず
山
と
呼
ば
れ
る
ピ
ー
ク
付
近
ま
で
行
く
こ
と

が
で
き
る
。
ぼ
う
す
山
で
は
熊
四
郎
山
、
万
座

山
へ
と
続
く
分
水
嶺
の
稜
線
が
凸
凹
し
て
い
て

面
白
い
。

●
か
た
ら
い
の
森

万
座
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
の
北
西
に
あ
る
牛
池
を

中
心
と
し
た
散
策
コ
ー
ス
。
４
０
分
程
で
一
周

で
き
る
コ
ー
ス
に
は
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
形
の
根

上
が
り
コ
メ
ツ
ガ
大
径
木
、
湿
原
で
は
ウ
メ
バ

チ
ソ
ウ
や
コ
バ
イ
ケ
イ
、
マ
ル
バ
タ
ケ
ブ
キ
な

ど
の
植
物
、
池
の
ほ
と
り
に
は
東
屋
も
あ
り
、

小
規
模
な
が
ら
も
見
ど
こ
ろ
豊
富
で
、
万
座
の

湯
客
の
憩
い
の
森
と
な
っ
て
い
る
。
牛
池
と
万

座
山
の
間
は
急
崖
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
池
も
太
古
に
発
生
し
た
土
砂
崩
れ
に
よ
っ

て
で
き
た
も
の
で
あ
り
、
湿
原
を
経
て
森
に

戻
っ
て
い
く
の
で
あ
ろ
う
。
森
の
変
遷
に
思
い

を
馳
せ
な
が
ら
、
東
屋
で
お
に
ぎ
り
を
食
べ
る

の
も
い
い
。

カ
ラ
マ
ツ
天
然
母
樹
林

万
座
ハ
イ
ウ
ェ
ー
を
車
で
上
っ
て
く
る
と
、
万

座
温
泉
に
着
く
５
キ
ロ
程
手
前
に
、
ワ
タ
ス
ゲ

群
落
（
６
月
中
～
下
旬
）
の
あ
る
弦
ヶ
池
が
あ

る
。
こ
の
隣
、
本
白
根
沢
の
北
側
一
帯
が
林
野

庁
吾
妻
森
林
管
理
署
の
主
導
に
よ
り
２
０
０
８

年
冬
季
か
ら
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
コ
ー
ス
と
し
て
運

用
が
始
ま
っ
た
カ
ラ
マ
ツ
天
然
母
樹
林
だ【「
万

座
天
然
カ
ラ
マ
ツ
植
物
群
落
保
護
林
」
に
指
定

（
同
年
４
月
１
日
）】。
こ
の
母
樹
林
で
採
取
し

た
種
か
ら
育
て
た
カ
ラ
マ
ツ
が
、
吾
妻
郡
全
域

は
お
ろ
か
海
外
に
ま
で
渡
っ
た
。
昭
和
３
７
年

に
は
ド
イ
ツ
で
良
好
に
生
育
し
て
い
る
カ
ラ
マ

ツ
の
母
樹
を
見
に
シ
ョ
ハ
ー
博
士
が
来
日
し
、

母
樹
に
手
を
か
け
感
激
の
対
面
を
果
た
し
て
い

る
。
一
帯
は
傾
斜
も
緩
や
か
で
、
記
念
撮
影
に

ピ
ッ
タ
リ
の
仁
王
カ
ラ
マ
ツ
の
他
、
幹
周
４
ｍ

を
超
す
国
内
最
大
級
の
草
薙
カ
ラ
マ
ツ
な
ど
、

ス
キ
ー
＆
ス
ノ
ボ
ー
に
飽
き
た
人
に
も
こ
れ
か

ら
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
を
始
め
る
人
に
も
絶
好
の

コ
ー
ス
だ
。
硫
化
水
素
ガ
ス
の
溜
ま
り
や
す
い

沢
に
入
ら
な
い
よ
う
に
講
習
を
受
け
た
案
内
人

が
付
添
い
の
下
、
万
座
温
泉
観
光
協
会
に
届
出

を
出
せ
ば
入
山
で
き
る
。

熊四郎山展望台より

ぼうず山と分水嶺稜線

牛池 根上がりの木

カラマツ巨木を訪ねる

毛無峠
万座からマイカーで牧・干俣線を須坂方面へ１０分、大前・
須坂線を左折しさらに１０分程進むと、知る人ぞ知る絶景
ポイント、毛無峠（１, ８２７ｍ）に出る。風衝地のため
森林が成立できず、矮小低木に覆われており、まるで標高
２，５００ｍの高山帯のような景観が広がっている（偽高

山帯）。風に浸食されたという地形
も印象的で、そこにそびえるのは
標高１, ９９９ｍの破風岳。約４０
分の登山道を登って着く山頂の絶
壁は見ごたえあり。このような風
勝地にマイカーで手軽に行ける場
所はなかなかない。


